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創業とクラウドファンディング
―地域活性化に向けたクラウドファンディング市場発展の可能性について―
市　田　勇　介＊
1．研究の背景と目的
　現在，金融業界における著名な単語として「フ
ィンテック」という，「金融（ﬁ nancial）」と「IT
（technology）」を組み合わせた造語がある．その
中で，インターネットサイトを使って資金を募る
「クラウドファンディング」という資金調達の手法
の利用が近年増加しつつある．金融機関の主要な
業務は「預金を集め，お金を必要とする個人や企
業に貸す」といったものであり，金融業界ではこ
の新しい資金調達の手法を「脅威」や「競合」と
捉える向きもある．しかし，クラウドファンディ
ングは，「アイディアやコンセプト検証の手法」と
しての側面も合わせ持ち，金融機関の融資業務と
は役割や条件も異なることから，金融機関にとっ
て「競合」関係にある「脅威」となる「単なる資
金調達の手法」ではないと考える．
　また，日本社会において，企業間の競争や海外
移転，後継者不足等による中小零細企業の消滅，
不況下での安定志向（起業リスクを負うのではな
く大企業を中心に給与所得者になるという選択）
等を背景に事業所数や創業・起業数が減少する中，
社会経済や地域を活性化するための「新たな担い
手の育成」は，主要な社会的課題と言えるだろう．
そして，新たな担い手としての「創業・起業」，「成
長」を促進するためには，リスクマネーを提供す
る投資家の存在が必要不可欠である．しかし，日
本では，リスクマネーの投資額が国際的にみて低
水準にとどまっており，クラウドファンディング
には「リスクマネーを提供する投資家」を増やす
役割も期待されている．
　本研究では，クラウドファンディングが持つ特
性や誕生・普及の背景，創業・起業の現状と課題
を踏まえ，クラウドファンディング市場発展と地
域活性化のために地域金融機関が果たす役割につ
いて論じるものである．本研究の目的は，次の 3
つである．第一に，クラウドファンディングの市
場動向を把握し，誕生・普及の背景を考察するこ
と，第二に，創業・起業におけるクラウドファン
ディングの有効性を明らかにすること，第三に，
市場発展と地域活性化に向けたクラウドファンデ
ィングの課題と地域金融機関が果たす役割を明ら
かにすることである．
2．論文の構成，内容
　本論文は 3つの章から構成される．まず第Ⅰ章
では，クラウドファンディングの市場規模が拡大
傾向にあることをデータから示した後，クラウド
ファンディングの「寄付型」，「購入型」，「貸付型」，
「ファンド型」，「株式型」の 5類型に沿って，その
仕組みと事例を説明した．
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　第Ⅱ章では，第 1節で日本に先行してクラウド
ファンディングが誕生・普及した海外の状況と日
本との違いについて，アメリカの貸付型クラウド
ファンディングLending Clubを例に取り上げた．
また，第 2節で，日本におけるクラウドファンデ
ィング誕生・普及の背景として，「金融システムの
変化」，「インターネットの進化」，「金融行動の変
化」があること，第 3節で，創業・起業において
クラウドファンディングは，資金調達手段の補完
としてだけではなく，テストマーケティングの機
会としても活用でき，起業家・金融機関双方に有
効性が認められることを考察した．なお，第 4節
では，比較的新しい仕組みであるクラウドファン
ディングの普及に向けた法令等の整備状況を取り
上げている．
　第Ⅲ章はまとめであり，クラウドファンディング
が抱える課題を取り上げ，地域金融機関の補完方
法について考察し，「市場発展と地域活性化に向け
たクラウドファンディングの課題と地域金融機関
が果たす役割」を明らかにすることを試みている．
3．結　　　論
　本研究では，以上の考察より，クラウドファン
ディングはインターネットにとどまることなく，
「地域」と結びつき，デジタルとアナログが融合し
ていくことによってその市場が発展していくこと，
その中で地域金融機関との共存，連携は，両者に
とって重要であることを結論づけた．
